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序 文

菊水町では、町史編纂事業の一環として、町内所在の中世城跡調査を実施していますが、こ 

れまで刊行された2冊の報告書に見るように、着々と成果が上がっています苹を、大層嬉しく 

思います。町内城跡は、総訐17城を数えますが、これも、肥後の北域にあたる地域性によるも 

のと解釈しています。領域境の筑後との小競り合いも数多かったのでしょう。そのために、多 

くの城郭を必要としたと思われます。

これらの城跡は、有事の際の戦いの場や、逃げ込みの場であり、普段にも、領民が集う精神 

的な寄り所でもありました。あらゆる意味で、地域のセンター的な役割を果たしたのです。こ 

の様に、城郭は、中世社会で大きなウェイトを占めました。しかし、その様な「兵(つわもの） 

どもが夢の跡」も、今日では、ほとんど忘れ去られて、その面影を知る山もありません。廃城 

後、薮の中で、何百年もの長い眠りについていたのです。

現在、個々の城跡に立ち入り、下草の伐採、測量調査、報告書作成という手順を踏んでいま 

すが、その過程で、麓集落との結び付きや、各城跡に共通する縄張りが見い川される等の発見 

もありました。特に、今回は、有名な竹崎季長の『蒙古襲来絵詞』に登場する「系たの又太郎 

ひてい系」に関連する江田城跡調査にも取り組む事ができました。江田氏は、南北朝時代に南 

朝方に属した武将で、我町の中世を語るに欠かせない人物です。この意味から、得られた縄張 

図は、江田氏研究に貴重な資料になるものと思われます。同時に、隣地のこ城跡とのセット関 

係も明らかになりました。

今後とも、調奄を続行しますので、さらなる成果を期待するところです。最後になりました 

が、教育委員会と共に、調査に取り組まれている関係各位へ厚くお礼を申し上げます。本報告 

書によって、郷土に対するさらなる理解が、深まります事を祈念いたします。

乎成15年3月31日

菊水町教育長相澤紘ー
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例言

1. 本窗は、熊本原•玉名郡菊水町教育委員会が、平成14年度に実施した屮|Ji城跡の測M調商の報告逬である。

2. 測M調査を実施した城跡は「乙城跡」と「江田城跡」である。

3. 測M調Sは、町史編籙委員の大田幸博氏（歴史公園鞠智城•温故創生館•分館長）が行った。

4. 本書の執筆は、大田氏を中心に、石工みゆきさん、溝「I真由美さん、益永浩仁（菊水町教宵委員会）が行った。

5. 製図は、石工さんと满ロさんが行った。

6. 本書の編集は、大田氏と满ロさんが行った。



第I章調査の概要
第1節調査の組織
調_主体 菊水町教ff姿U公

調奄貞任者 相涔紘•（％水町教竹M)

調査者 大丨丨1钟P (歷史公lv‘i|鞠皆城•温故)6姓館•分館長）益永沏：（知水町教ff課K也)

ffXみゆき满丨丨如丨1美

調杳小務局 坭‘h(火（切水町教rv課畏）坂n淑子（领水町教荇課卞作）

測m補助 r.^jyiii：' liur- f-

第2節調査の進展
今回は、乙城跡とn:m城跡を,關杏の対象とした。これらは、想•迫人中山レ躺木線（丨戏地方逍）の沿線• 

北側に所在する屮丨it城跡群に念まれる：城跡である。この事により、これまでの調作分を含めると、也方而 

から西方面へ、萩丨以城跡〜川木城跡〜牧野城跡〜小乙城跡〜乙城跡〜riii城跡の順に調杏が進眧したことに 

なる。これに加え、即丨:•度に、別ルートの県迫玉名•山鹿線（主要地方}mの沿線•北側の焼米城跡を調査 

済みである。結汜として、4ケ年-丨》丨で合,付7城跡の調在が終了した。城跡の性格については、萩原城跡が唯一、 

大規模山城である外は、6城跡すべてが平山城の部類に入る。大ガが、'Mi水町に中.越する低平な丨7-.陵地を利川 

した城郭である：

第1図菊水町中世城跡位置図（調査分)
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第3節城跡の概要
1.こ城の概要とアクセス

当地にのも残っており、地元の三1?寺地区では、城跡としての認識が強い。これは、主郭部分 

に小社殿の宵地嶽神社があることにもよる。今F1、城跡と周辺地は、桢林された杉や雑木に埋もれて、昼な 

お薄暗い感じがする。山Bから枝分かれした短い坂道を發り切れば、かって、幟がケてられた2本の石柱と、 

人正9年にirケ.されたx!ル丨、そして小规校な境内と社殿がmこ入る。戦前は、武迚を折った参枰者も多かった 

のであろう。イ丨•朴:は、その名残りである。さらに、城跡ー带は、1 U山であった。しかし、戦後の時勢の変化 

や、九州縦Mm勋小:逍让設で城跡と见济が、2全に切り離された小もあって、状況は-変した。杉の植林も、 

m山としての必然蚀が沾れたことや、灿地の跡地利用に他ならない。社殿と境内に限り、地区のイf志によっ 

て、片2回の沾榀作龙が戈施されているものの、城跡一帯は、人1丨iから、やや離れていることもあり、耻冏か 

ら隔絶した惑がある。：k寺地Kからも、城跡の一部が望めるに過ぎない。

小社殿の“手には、氏，-名が刻まれた妃念碑（石碑）で「明治31年-：Uj1011の御勧,丨Vi:」との銘もある。城跡 

は、ブーメラン状に'/villiした'!i?状の丨了•.陵地を利用したもので、lT:m域が、広い、ド坳となっている。明らかに、 

人の手が加わった削、ド地である。IT-.陵约隅からの派生箇所にも、張り出し丨>(_の中、丨坳がある。さらに、丘 

頌直下の斜而部には、小段が数多く造成されている。

城跡までの車によるアクセスは、次の通りである。江田で犋逍玉名•山鹿線の叫肩路を柬に折れて、先に 

述べた棋道大牟丨丨レ础木線を桢木//面に俶進する。ほどなくして、A-:f•に肥後銀"•知水支丨,りと村上建材店の 

並びがあり、迚衬丨ふ:先からん:折して町)£1に入る。この時、道標の人きなイ丨杜が丨丨印となる。町道は、I白:ぐに 

三差路となり、人-:丁-にm/ノ;、丨ト:面れ丁--に銀河ステーション（役埸跡地）がある。この：杀路を打折し、宝光橋 

を渡ると、枝分かれした町迫沿いに江光寺地丨ヌ:が展開する。地形的には、町逍のん::P-に、比“著の余り無い 

帯状II:陵地が璧をなす所で、これを城地としたのが江田城跡である。江光、1f:地K公Ivi航の向い側が、城跡の 

西端部分となる。

この状態を整观すれば、いずれもjT叫方向に軸を持つものとして、北端に江m城跡のある低丨千.陵地〜裾部 

に家屋列〜各庭先に畑地•町迫〜丨句側に家w列と畑地•棋道〜家屋列•河/i?段比〜江m川という並びになる。

この町道を進むと、"T-に町立菊水屮央小学校を兄る三差路となる。さらに、ここを過ぎて、來進すると、 

左手に杉本信昭氏セがあるが、このめ:ぐ先から、南側の丨丨]タオル丨:埸方丨(〇へ町}£1が'/Villiする。

こ城跡へは、杉木氏セの來緣から左折して小道に入り、ここを進んで、丨丨*|:ぐにんへ折れる。これから先は、 

急な登り坂で、屯•台が、やっと通れる山道である。周囲に雑木や竹がビッシリ茂っており、逍は途中から、 

昼なお簿喑い姑识をWする。

坂道を登りWるとYrT-に、九州縦nti勋小:道に架る陸橋（三次#橋）がある。乙城跡へは、この陸橋を渡 

る（江田城跡の搦め手へは、そのまま山迫をll1!:進する）。陸橋を過ぎると、小逍は、いよいよ狄くなって、左 

手が崔而となる。丨則丨|は、故れ地で、积無く、祌社への登り口に到述する。迫幅は、ここで、矜〒、広くな 

っているので、i|iを峥める（後述するが、このまま進めば、山迫は、Mの-:'ル•：寺地|x:に繫がる。ただし、これ 

から先は、屯迫ではない）。沾ルび、坂沿を伎っていくと、3分不すe城跡の丨T‘Jf(域に至る。人丨丨简所に鳥居があ 

り、ここから先は、前述の通りである。

このルートは、中:でのアクセス力•法で、バイクや徒歩でなら也|n|りのル一卜もある。これは、杉本氏宅を 

過ぎて、旧タオル丨:坳方向から延びてきた町道の弯曲部分をやり過ごして、さらに山:進する//法である。道 

は、弯曲部分から逍幅を挟めて、ニ卞泮地区の南端を横断する格好となる。.そして、“速逍路の睦橋を渡り、 

西へカーブを描きながら進むと、先に述べた杉本氏宅からの山)£1と出会う。：'icか地Kの人々は、このルー 

トが、正式な技城逍ではないか（人]HIルート）との認識を持っている。そうなれば、光に述べた卓道は、
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糊め手ルートになる。

地図を兄ると、先に,调杏した小‘Z城跡と、今回のこ城跡とは、隣り合っているために、丨對述城郭の様に受 

け取れる。しかし、一'!技が荒れ地で、深谷を挾んで対峙しているために、現埸では、その様に受け取れない。 

こ城跡は、集落から、やや離れている屯から、人方、「詰めの城」の役;1[ijを拟ったものとS•えられる。

2•江田城跡の概要とアクセス

r田城跡は、嫩两に長い丘m域を利川しているので、町逍から三通りのアクセスがある。城跡の叫端から 

發るには、坂丨丨一幸氏宅から左折して「お堂」を綷丨±iする。ここは、江光寺跡とされる所である（お堂は、 

かつて近くの迫傍にあったが、町逍拡幅！:事の際に、現位置へ移された)。さらに、町立菊水屮央小学校を右 

手に見る三荖路乎IWからの進入uがある。入江昭徳氏宅から左折して、木村不可思氏宅の两縁を進む鍵型の 

小逍である。城跡地を：分する谷部（[':丨然地形に手を入れた物_:wとして活用したもの）に向かうもので、大 

r-ロルートと兄なされる。一方で、先に述べた九州縦貫®勅中:迫の陳橋からのアクセスもある。搦め手ルー 

卜で、非常時の逃げ道を兼ねたものであろう。江田城跡は、集落と一体化した総構えの城跡と見なされる。

¢1 縫

第2図こ城跡•江田城跡周辺地形図および字図
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第I章調査の成果

1.€城跡

城跡は、丨ぉ北"向に主軸をれつ'!卜状地形を利川している。ただし、中途に人きな拈れ部があるために、地 

形は、二分された格好になっている。丘頂域は、両郭が、南束側と北東侧に弯曲する格好となっており、概 

して平ル!地をなす。以下、純張りを示i*模式図中の記号に従って説明を行う。

第4図こ城跡位置図
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⑴I郭
战本的に、やや负な方形をなし、こ城跡の1そ郛と兒なされる。N60°W方h'ijに丨軸の向きがあり、長さは南 

緑43m、北縁36m。南北の幅は最大27m。中央の北赉りの地点が城跡のiii•高所で、標高83.43m。T•場の中央 

箇所を83mの等高線が桢断している。境内部分を除き、調商前は、かなりの荒れ地であった。

境内右手の朽碑には「明治气I-一年一fj +丨丨御勧諸」とあり、氏子が迚名で刻まれている。宫地嶽祌社 

の拝殿は、桁行6.0mX梁行4.0mの小規模迚物。神棚に祭られた銅製の：T•鏡には「明治二十ニ年」の年分があ 

り、これらの事から、明治30年代の初期に述立された样殿と考えられる。それ以前については不明であるが、 

他の屮丨It城跡の様に、江戸時代からこの地に「山の祌」などが祭られていた可能性が高い。何がしかの神社 

勧請の呼び水が、あったはずである。拝殿の垃内部分は長さ17m、幅8.0mc I郭四方の段落ち（I—A〜D) 

には、带曲輪と小段群が張り付く。さらに、mm隅ドには、小平埸（I—E)が造設されている。これらは、 

丨千.P疫の灼隅から下る派生部分を利用したものである。

《I-A》北斜丨ftl部に、’:ifll丨丨輪と小段がある。’:丨fill丨輪①は、中央部の標益81.87m、1郭との比卨差1.39m、 

Mさ32m、幅3.6〜6.0m。’IjflUl輪としては、やや幅が狭く、I郭の主軸方向に沿っている啭から、犬/il•りの役 

Hも沿たしたVが分かる。束端は1.0m幅に拈れるが、途Wれる東なく上郛の也側へ回り込んで、小段②に繫 

がる。法面は、杌に削り落とされている。柬端下には、隅丸ニ角形の小段①が付く。带曲輪①との比“系 

3.29m、規定郃の设さ9.0m、Jii人幅6.0m。これより、ド位の斜而部は、急斜If丨丨となる。

《I—B》泶斜丨Ai邰に、小段群（4段）がある。標高82m〜73mの範囲に、疎の状態に配阀されている。I郛 

北也•隅の小段②は、Mさ14m、般大幅4.0m、I郛との比G系は0.84mに留まる。緩斜面部の削平地で、I郭 

の、ド埸而祯の拡人と、形状修丨丨iの役を来たす。Mド位の小段③は、I郭との比高差9.54m。やや歪な犬走りで、 

全長28m、幅1.8〜3.4m。小段④は、小規模な造りで隅丸の純灼ニ灼形をなし、坫底部のMさ5.0m、幅2.0m、 

I郛との比高差6.23m。斜而部を上下移则する際の、足掛りステップと忍われる。このような極小段は、近年 

の調丧で、球擠郡あさぎり町の永M城跡から数多く発見されている（註1)。

《I _C》南商下の'fifl丨丨丨輪と小 

段。带曲輪②は火規模造りで、

畏さ 44m、幅 7.0 ~ 1lm、I 郭 

の主軸方向に沿っており、標高 

80.11m、I郭との比0著3.0m。

I郭の南側•緩斜面部を大きく 

削り取ったもので、法而もの 

状態に削り落とされている。大 

土木T事によって、郭に該当す 

る平坳而秸が確保されている。

I郭の法®も、上璧の様札丨を1 

して、かなりの威丨王感がある。

町内の叫木城跡にも頌似 

の地形がある（註2)。町外では 

堅志田城跡（下益城郡中央町）

や、棚底城跡（天草郡れ岳町）

などに兄られる。発掘調沲によ 

って、堅志田城跡からは、掘立 (益1~4)=>421*(
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柱建物跡や柱跡群が検出されたU丨:3)。棚底城跡では、調迸前から上沿が巡っていたが、ニ条の段合空堀も 

埋没していた（訧4)。

也端下の小段⑤は、张丨山輪②との比“萆1.2m、Mさ13.4m、幅4.2~5.2m。輪②の延Ji部分であるが、 

地形の関係で、この範圓は、段ドがりになったのであろう。小段⑥は、’!ifl丨丨丨輪②の南也端下にある犬走りで、 

比高差4.46mc來四にト:軸の丨きがあり、Mさ21m、幅1.2〜3.6m。1-B部分の小段群との糾み合わせによ 

り、I郭の南東端から下る斜丨(丨丨部•灼隅ラインを取り囲むことが出来る。

《I 一D》叫11，1:ドの小段列。个上れlm、横位の方向に3段で構成されており、斜ifd部に取り付く苻梂がよく分 

る。各小段は、南側から北側へ、1.25m、0.6mと高さを減じながら横並びとなる。d中の小段⑦は、標高 

79.16m、I郭との比丨1,‘5ズM.07m、公さ26m、最大幅3.8m。斜lAi部は、中途からド位へかけて急么J配となるた 

め、そのまま丨'丨然地形で残されている》

《I—E》I郛の|則響iドにある形状の、1，:埸で、標，a75.51m、 I郛との比丨•••&•名7.23m。近|lt城の出丸に 

該当する。N64°E"向に1シ丨如)丨|'0きがあり、長さ20m、幅12〜14m„、ド均と广r.陵の付け根部分には、®さ 

0.37mの小山⑧がある。坂迨の脇にあって、鋭角三角形をなし、站底部のMさ3.0m、幅8.0m。I - Eとの比 

iVi 差 2.85m。

北東隅からは、、丨':坳とM •レベルで、小段⑨が延びている。長さ11.5m、幅4.0m。上段（比,1系0.75m)に 

は、別の小段がf、K。これらは、広い总味で、I—D部分の小段群に含まれる。さらに、、ド場の北側と西側 

の丨霞下には、それぞれに带状小段を兄る。小段⑩は、比高盖1.74m、畏さ14m、幅2.3m。

⑵II郭

甚本的にMガ形をなし、乙城跡の副郭と見なされる。N50°E方向に:1-:軸の昀きがあり、Mさ67m、幅は中 

央部で22m。だだ広い平地で、〗|む,‘,5所の榴灯は82.865m。闽郭問に段系は無く、j山_,_5所の比高 

に収まる。中1ル部を82mの％線が横断するc 11郭の北西隅には、小段①に似た小段⑪がある。隅丸三角形 

でMさ13m、敁人幅5.8m、丨丨郛との比“笔は、0.92mに留まる。これも、I郭の小段②と[nl様に、n郭の平 

埸隅を押し広げるための造成 

で、ややMなII郭.巧隅の形状 

修正にも繫がっている。丨丨郭四 

方の段落ち（II—F〜I)にも、

数多くの小段群が張りはく。

《I_F》II郭の來斜丨〖丨丨部で 

は、標卨79〜71mの範叫に_1丨- 

15段を数える。人方、’丨if状地形 

で、配列状態には、规!!ij性があ 

る。小段列を形成するのは、h 

位の標高77m ~ 79mラインに4 

段、中位の標“75m〜77mラ 

インに3段、ド位の標“ 73m〜

74mラインに2段である。それ 

ぞれが、尚側から北側へ、“さ 

を減じがら横並びとなる。丨こ位 

の小段⑫は長さ20.6m、幅1.0m
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~2.8m、中位の小段⑬は、多少、歪で、長さ25m、幅2.0〜4.8m。下位の小段⑭は、敁さ16m、幅1.0〜2.8m。 

これらと、般下^^の小段⑮が組み合わさって、通終的に、4段の小段列が形成されている。小段⑮は、隅丸の 

鈍灼三角形で、標高71.60mに位置し、Mさ11m、iri•火幅4.0m。

さらに、II郭の北東端•角隅ラインには、6段の小段群がある。これも、標高80m〜71mの範丨刚にあり、 

密な状態に配列されている。鋭角ニ角形状に張り出した角隅を意識した造りである。防備が甘ければ、この 

方面から敵勢の進入を許すことになる。敁上位の小段⑯は、凸型のブーメラン形をしており、n郭の角隅を 

東から北へ巡る。東側のMさ22m。幅2.0m〜3.0m、北側の畏さ10m •幅2.5mu弯曲部分の最大幅は5.0m。 

中段からは、足掛かりステップの小段が混じる。小段⑰は、長さ5.0m、幅2.4m。

最下位の小段⑬は、これら小段群の要の位置にある。II郭との比高差9.6m。並な隅丸三角形で、越底部の 

長さ 7.5m、幅3.5m〜6.5m〇

《K_G》II郭の北斜面部では、標高79〜69mの範囲に、小段群と竪堀がある。D郛|Tドには、足場掛りス 

テップが横位に並ぶ。中位まで含めると4段を数えるが、その内、小段⑲は、II郭との比高荖3.22m、歪な隅 

丸ニ角形で基底部の長さ4.2m、幅2.8m。

斜[fii部の中央には、形の整った竪堀⑳がある。地形の窪みを利叫しており、標卨78mラインから、下位の 

小段@へ下っている。小段㉑は、n郭の北斜面部を横断する犬走りである。ー迚的な削平地であるために、 

地形の制約を受けて、波打つ状態で走行している。短期間で、造成した結果であろう。D郭との比高差8.8m、 

全長さ40m、幅0.8m〜4.0m、束西雨端は、極端にすぼまる。

最下位の小段は、全長15m、幅1.5~3.2m、两から東への段状地形で3段からなる。両端の比高差0.64m、 

最上位と小段㉑との比高差は1.86m。

《I_H》II郭の西斜面部では、標高80〜72mの範11に、小段群と竪堀がある。小段群は6段を数え、形状 

から足掛かりステップと、人•走りに二分される。ステップの小段⑬は、II郭との比高差1.65m、長さ5.8m、 

最火幅2.0m。小段⑭は犬走りで、小段との比高差3.6m、Mさ26.4m、最大幅4.0m、闹端は、すぼまる。小 

段⑮も犬走りであるが、地形に制約されて、凹型のブーメラン形をしている。小段㉔との比高差2.52m、北側 

の長さ14m、最大幅4.4m、南側の長 

さ12m、最大幅2.8m、中途で0.6m 

幅に括れる。弯曲部分は幅1.4m 

で、凹側に竪堀⑯を取り込む。

《Iー丨> II郛の南斜面部では、

標高80〜69mの範I用に、帯曲 

輪と小段群がある。带曲輪③は、

中央部の標高80.34m、II郭との 

比高差2.45m。I郭の商下に見 

る帯曲輪②とNじ性格の削平地 

で、M さ 49m、幅 5.5m ~ 8.5m、

南端は、すぼまる。これも、郭 

と呼べる程の平場_積があり、

法面も顕著に削り落とされてい 

る。両曲輪の法面の高さや、平 

場面積が、大方、同じで、小段 

@(帯曲輪③の北端下）も、带
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曲輪②の東端下の小段⑤と同じ配列状態であることに気付く。この様に、地形の制約がありながらも、ほぼ 

同一規格で造成されている事が興味深い。小段㉗は、带曲輪③との比高差2.67m、長さ10m、幅3.6m。これ 

より、やや下った斜而部には、3段からなる犬走りの小段群がある。上位の小段⑬は、帯曲輪③との比高差 

5.40m、長さ23.6m、幅4.0m〜5.0m。乙城跡の犬走りとしては、最大級の削平地の面積を有する。北端下に 

は、足場掛りステップの小段が付く。中位の小段は、小段㉘との比高差2.12m、凸型のブーメラン形をして 

おり、北側の長さ25m、幅1.8m~2.4m。南側の長さ7.0m、幅3.8m。弯曲部分の般大幅は3.0m。下位の小段 

は、中途で途切れている。小段㉚は、小段⑬との比高差1.98m„長さ16.2m、幅2.0m〜5.0m〇

(3)括れ部

I郭とn郭の間の地形。両郭は、繫がっているために、明確な範丨fflを表示できないが、おおよその長さ 

35m、最小に括れる箇所の幅は、4.6m。防禦的には、堀切が刻まれる地形であるが、それらしき痕跡は、認 

められない。現状からしても、その可能性は、少ない。

東西両斜Ifriには、小段が残っている。來下には、犬走りの小段㉛が走行する。括れ部との比高差1.56m、全 

長36.6m、幅1.8m~3.8m。上位の带曲輪①との間には、長さ1.6mの途切れ部分がある。「山:の比高差 

0.52m。これぐらいの段差であれば、削平によって、带曲輪①に繫がる犬走りが出来る害である。意図的に残 

された段差であろうか。一方、西下には、小段⑦や带曲輪③が残る。

(4) n区画

II郭の北下に瘦せ馬地形が北へ延びている。II郭直下との比高差8.20m、丘頂ラインは、長さ43.0m、幅 

5.2m。東下には、3つの小段があり、西下に犬走りを見る。先端の段下には、小平埸（HI-①）がある。比高 

差1.78m、長さ17.0m、幅8.4m。北西下に小段が付く。乙城跡の襄側に該当する区画である。

-10-



第10図乙城跡地籍図
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第11図乙城跡全体測量図およびグリッド設定図
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第13図乙城跡測量図②
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第14図乙城跡測量図③
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第16図乙城跡測量図⑤
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2.城跡
城跡は、東西方向に主軸を持つ丨下.陵地を利叫している。圧陵先端部の小山地形を中心に、鎺張りが展開す 

る。小谷を抶んだ束側の丘陵域にも、部、繩张りの広がりがある。一方で、氐陵の主軸ラインや约隅下に 

痩せ,1、!.i地形を兒る。ー带は、A宗竹が林立する所で、一部に杉の袖林地もある。以下、純張りを示す模式図 

の記号に従って説明を行う。

第17図江田城跡位置図
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第18図江田城跡周辺地形図
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⑴I郭
場は、やや隅丸の鋭灼：肩形をなす。位置からして、明らかに江I丨丨城跡の丨•:郛である。N34°E方向に主 

軸の向きがあり、Mぼ46.20m、M人の短择23m。平埸は丨句四側から北}1i•側へ、やや先細りの状態をMする。 

標高は、卞埸の南西'舟りで、iriも“く、42.14m。近くには「しろさん」と哼ばれる沿と、弁財天を祀った石 

祠がある。.「しろさん」は約W年-前に、この地へ運び込まれたものである。今も、地元で竹;理がなされ、年に 

一度、l)j 24 ロには、炝明を灯し、お神酒と御飯が供えられてきた（森純•郎氏の，V)。こ城跡と同様に、こ 

の地も、麓注民の粘祌的な拠り所である。測M調Sをしていると、砣の町、'/:切水屮此小学校からは、！)(1啻の 

賑やかな声が間こえてくる。「见落に密接した城郭」を認識する瞬問である。

I郭の法而は、全て削り济とされ、叫方の据部U—A~D)に、’!ifllll輪が巡る。その以銳は、あたかも氐 

頂域に、整形された“台が乘るかの様である。平山城の中心部に兄られる典吧的な姿である。町内では、用 

木城跡の生郭が、汗.丨丨丨城跡のI郭に酷似する。さらに、I郭から西下力•向に延びるAmライン（I — E)には、 

瘦せ揭地形が延びており、f•坳の北也约隅（I—F)と北西角隅（I—G) {こも、M様な地形がある。この部分 

については、地衣-丨A丨の削f•度介いが弱い。

<1 一A》I郭の北め：ドの张丨山輪である。I郭からは、セ:画の削十:地に兑えるが、t:均の確保が不十分で 

ある。>jU也に立てば、个体が緩傾斜をなす屯が分かる。地形に切れFIは無いが、Mlfti上では、4区幽に細分出 

来る。I郭の北斜丨ftiが公ノムJ配をなすために、/#:面の掘り込み作龙が污くいかなかったのであろう。全体規模 

は、長さ37m、幅8.0〜10.4muその中で、内側の带曲輪①には、不'ノヒ个ながらも、、丨':均として地形のまとま 

りが感じられる。人•走り的な役丨丨もあったと思われる。形状は、西側から也側へ、漸次、すぼまり西端と 

I郭との比高3.85m、Mさ37.6m。幅は、西端で6.4m、束窗•りで敁小1.6mu

《I 一B》來丨iTドの'!|?1丨丨丨輪である„ I郭の、ド埸が、この方向に先細りする•丨1；から、め：ドの踞部も狭く、必然 

的に小規模な造りになっている。带丨1丨丨輪①に似た形状で、2丨メ:画に細分される。全体規模はMさ11.0m、幅 

6.0m。内側简所は、2.0mili{,iの通路状をS!:し、北端で、そのまま带till輪①に繫がる。人-退り的な延長部分と考 

えてよい。I郭との比“沿2.99m。命•端は、やや段上がり（比高差0.26m)となって、张丨丨1丨輪③に接するc 

《I—C》南歧ドの帘丨丨1|輪で、ft部からの立城道①（中程で、道幅1.6m)が屮央部を縦断する。全体的に肖丨1平 

の度合いが強く、形の幣った、P:場になっている。東側の带曲輪③は、I郭との比“茗2.64m。長さ28m、幅 

9m。I郭康而の削り落としも丨丨•!:の状態にあり、かなりのインパクトを』j•える。他の/Mdと比べても、晶-高の 

仕上がりとなっている。グレイドの“さは、この箇所が、江田城の虎IIに、1'丨るもであろう。

登城逍は、1-.橋に近い形状をなし、L字形に折れてI郭へ上がる。この打様は、桝喂の尜形と言ってよい。 

西側の带曲輪④は、’!if丨丨丨丨輪③と横並びするが、地形の関係で-段低くなっている（比,恙8.0m)。同様に削平 

の度合いが強く、I郭との比“名4.81m。この曲輪は、I郭西直ドに丨u|り込んでおり、地形に途Wれがない。 

方向的なものを考虛に人れ、⑵而上で線引きすると、大凡の長さ28m、幅8mとなる。I郭逛面の削り落とし 

は、带曲輪③のそれと比べると大きな迠いがある。その痕跡は、谢冷であるが、I郛斜Ifti部の上位を、広め 

に残しているのが特徴である。网而丨•.では、lm間隔の等高線が、4本も,记入川来る。これは、他と比べた埸 

合、斜丨所部の傾斜ガ1度が、やや緩やかであったことによる。その分、/上丨丫丨丨•のWり込みが、f•前で終わったこ 

とになる。同様な状態は、1郭の叫め：ドにもある。

<1 一D》叫直下の帶丨丨丨丨輪で、前述の様に帯曲輪④から連続するものである。これ乂、丨对而hで線引きすれ 

ば、带曲輪⑤は、人凡のMさ27.5m、幅4.0m〜6.0m、I郭との比高弟4.01m。中火部にI郛西端からの登城 

道②が下る。この埸むは、斜而部で、やや凹道となり、丨ぐ位で、帯曲輪⑤の内緣を走行する。
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(2) I-E

I郭から西下方向に延びる氐項ラインで、末端は、江光寺地ばの家屋に接している。典型的な瘦せ馬地形 

で、A代山城に見る土塁線の様相を呈する。

《I一e—①》iimラインの突端で、带肋輪⑤の北端に竪堀状の極小谷が下っており、これが、そのまま西 

側からの登城道②になる。

《I_E_②》I郭の西端から見ると、確かに形の整った平場である。しかし、当地に立てば、削平の度A 

いは弱く、R画内に自然地形の残る事が分かる。地表面は、やや丸みを带びて、縁の整地も甘い。それでも、 

人の手が加わっている事が確かで、この点が疑問である。長怪30m (ii頂ラインに沿う）、幅は、朿端で15m、 

西端で9.8m。中央部がやや窪んでおり、I郭下の小鞍部をなす水を示している。確かに、東端から〇.55m、 

西端から1.1mの比高差がある。中世城のセオリーからすれば、掘切が刻まれる箇所である。域も、地表ifiiの 

観察では、その様に受け取れないが、後世に埋め込まれた可能性も否定出来ない。

《I 一E—③》この筒所から氐頂ラインは、全くの痩せ馬地形となる。それでも、この衷端简所に限っては、 

良径16m、短径6.5mの範囲に32mの等高線が巡り、やや小山を呈する。最高所の標高は32.69mで、この筒 

所に限れば、先に述べた堀切の可能性から、それに関迚した搔上げ土Sの残存地形とも受け取れる。

図面上での丘項ラインは、東端部を含めて、Mさ100m弱、幅3.0m〜10.4m。大方、向然地形であるが、先 

端部近くは、やや削平状態にあり、上面域は、ラッパ状に開く。両端の比高差は、17.85m、中途に近世结所 

があり、その上段（標高27.31m)には、長さ7.0m、幅2.6m~3.8mの小段状地形が付く。総じて、北側斜面 

部は、絶壁に近い斜面となって、城跡地に相応しい様相を呈する。

⑶I—F

I郭から北西方向に下る派屯ラインである。1郭丨霞下の付け根には、小段状の削平地I-F—④がある。や 

や隅丸の鈍角三角形を呈し、I郭との比高差3.98m、長さ14m、最大幅7.0m、北縁には、若干の高まりを見る。
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I—E_③の東端と同様に土恩の残存地形であろうか。そうなれば、I _F—④には、派生ラインを断ち切る 

堀切が埋没していることになる。地形的には、十分、考えられる状況にある。この高まりから下位は、図1 

上の長さ34m、上面域は帯状をなし、中央部の幅Um、先端部の標高26.68m。削平の度合いは、全体的に低

い。

⑷I — G

I郭から北方向に下る派生ラインである。I郭齒:下の付け根には、直径3.0mのF丨形の窪みが残っている。 

しかし、数十cm程度の深さに留まり、仲格は不明c北縁には、若千の高まり（比高差約〇.3m)を見る。全体が 

小山状をなしており、先に取り上げた上塁の残存地形とも受け取れる。そうすると、埋没堀切と、円形の窪 

みとの関係が不可解なものとなる。

《I—G—⑤》I—Eと同様な瘦せ馬地形である。闵而上での長さ40m、幅6.0m、地形の変化点に当る先端 

部で、5.6mの比高著がある。丨:面域の削平度合いは、低い。

《I—G—⑥》派生ラインの最ド位に当り、やや、幅広の状態になる。図面上での長さ23m、幅は、10m〜 

8.0m、ここは著しく、削平の度合いが低い。先端部での標高は、27.81m。

(5) I-H

I郭と！!郛を分ける堀切で、丘陵の拈れ部（自然谷）に手が加えられている。中央部に、ある程度の平地 

I — H —⑦が確保されており、これを境にして谷底が北側（I — H —⑧)、南側（I — H —⑨）へ緩やかに卜る。 

f-時の際の登城道でもある。

《I - H-⑦》堀切の背中にあたり、長さ6.0m、幅4.4mの平地である。南北闽端に32mの等高線が入り、 

I—Cとの比高差は、6.4m。

《I—H—⑧》北側の谷部に向かって、ラッパ状に開き、長さ13m、北端幅9.6m、I—H—⑦との比高差は 

1.76m。西壁は、削り落されている。

《I_H_⑨》I 一 H—⑥程に堀底としてのまとまりが感じられない。ただし、束壁の削り落としは、かな 

りのインパクトがある。

(6) n 郭

I郭の東側に堀切I—Hを挟んである。本体丘陵地の西端にあたり、方形を呈する高台。削り残しの人工 

地形で、標高46.57m (東縁の中央部）、長径27.4m、幅は北東縁で21m、南西縁で、ややすぼまり15m。この 

11郭を軸にして、北下〜西下に帯曲輪（n—⑩•⑫）と、南西下に小溝（n_⑪）を兒る。11郭の四方崖面は、 

いずれも端麗に削り落とされて、城跡地に相応しい景観を呈する。この高台を江田城跡のn郭と見なす所以 

である。

《n—⑩》n郭の北下〜西下を廻る弧状の带肋輪で、全畏52m、幅は、12m〜6.0m、中央部で括れる。U郭 

との比高差は、北下で3.71m、西下で3.59m。北端下には、段下がりの小区画が付く。比高差〇.62mで、長さ 

18.6m、幅3.0m。これより北域は、正に要害の地で、絶壁に近い地形となる。

《IIー⑪》帯曲輪の阐縁を廻る弧状の小溝。全長19.0m、幅2.2m、深さ0.51m、空堀の形状とは、やや異なり、 

後世に掘られた可能性もある。

《1—⑫》小溝（n—⑪）の南側にあり、全体が少し盛り上がった感じで、土思の様な地形をしている。弧状 

をなし、全長25m、最大幅8.0m。II-⑩带油輪の西端とは、0.40mの比高盖がある。この区画の西域は、標 

高42mから35mラインまで、緩傾斜をなす。端麗な削り落としが入るのは、標高34mラインからで、この部

-24-



分が、先述の1—H—⑨均;切の來明となる

(7)皿郭

U郛の也域にあたる，南來方丨(〇に}^|丨丨丨しており、主軸の向きは、N76°E。城跡の外郭にあたり、个Ji60m、 

幅は、柬端で14.6m、屮リiで28m、叫端で10m。丨句俶隅は、比心;系0.29111の微高地川一⑬になっている,，この 

郛の柬端には、堀切状の涑地丨丨丨ー⑮が/iiる。さらに、北下には、带丨丨II輪丨丨丨一⑭も迥る。このIX域までが、江 

m城跡の範丨叫である

《皿_⑬》J4:さ28.5m、feiは、ル:端で22.4m、叫端で13mt,インパクトは化}いが、城跡地に、よく兑られるで 

地を細分する1<_である。

《皿_⑭》隅丸の行形を1ftし、屮リiのlii北幅14m、Mさは、北鉍で31m、南縁で57m。丨丨丨一⑩との比“差は、 

1.65m。f•地の輿屮を檔“43mの等“線が横断する。肩部となる丨丨丨郭の极Ifiiは、削り落とされている，，

《Iー⑮》张状の迕地で、多少、浅いが、長さ34m分が、％:UJの様扪をV:する。屮处部での幅6.0m、比高弟 

は、丨丨丨一⑬から0.92m、外鉍地ド:の丨VKiiltiから1.40m。江III城跡の嫩端にあたる逍構で、これより也•域の氐陵 

地（IVぱ丨丨Hi)は、地形が•変する。

(8)IV区画

江丨丨丨城の外縁地区にあたる。今M、参考までに、丘m域を測!丨【した。丨T.rnラインに沿って平地が続き、M 

さ90mまで殆ど、高さは変わらない。南北両鉍ドに搮高46mの等高線が走る。この地には、江m城への搦め 

f-ルートが残っている。この逍は、Vi;:寺地b(から乙城へ卜丨かう山道から分岐したものである。ド:_のIT. 

Wラインを止り、今丨丨、訕装されて似近化しているが、IVKiihiのi_i:中あたりで山迫にwる。残/f:状態は、良 

好で、IVKi山iの南下を,li行している,，

(9) V区画

ID郭の南•也隅に小山（北下との比系1.57m)があり、ここに山の神が祀られている。ンゼ寺地b(が膂理し 

ており、椋の人木が御沖体である。冲木の周りには、糸Wり丨•.帥器片が敗乱しており、屮I丨tからUPの対象 

地であったことが分る。
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(10) V区画•表採遗物

1は陶器碗片で、外器tft丨に斜めの扱丨丨痕がある。烛成は瓜好で、籼に貫入が人る。

2~10は七師器で、2〜4 . 7 . 9 .10は丨丨丨し5 . 6 . 8は杯である。いずれも底部に糸Wり痕が残るが、3 

はやゃ朥滅している。4は外底端で肥)V:する。5の底部はWfこ。体郃は立ち上りでー旦從む。6の体部は、や 

や内弯シ(味に立ちhがり、丨丨縁部でやや外弯する。7の底部は肥)V:する。8は器而にロクロ烺が残る。9は报 

元底怪7.0cmで、底部中央は肥厚する。10は愎元底侄6.8cm„いずれも焼成は喂級、胎土は粘皮。

No 器 M 器 ，v: 形態の待微 调幣•义棵 備 ^
1 咖器

m
f本部丨丨丨位 5mm 

ド位 7 mm 
攸部端部 6mm

f本邰は内巧する 〔外器丨f_f〕斜めの祕丨丨痕 

n入が人る

〔籼01〕A灰色 

〔胎丨••〕乳抝色•wiA 
〔焼成〕A好

2 1•.帥器 体部ド位 4mm 
沾部中火• 4mm 

棚部 6mm

体部は内0する 〔底部〕糸切りが名 coi.wm'moi
〔胎丨•.〕粘良 

〔焼成〕喂緻
3 l-.fwli 器 体部卜•位 4mm

US部屮火• 6mm 
抑部 7mm

代部はW、l': 〔底部〕糸切り拟は丨代滅 CQi.MDHi'fKJMJrii 
〔胎丨0粘良 

〔焼成〕1:i?橄
4 i-.nnifSi- 体部ド位 6mm

Uち部丨丨1处 7nmi 
棚郃 9nmi

外底端で)丨巴丨V:する 

沐部はやや外巧する

〔炫部〕糸Wり价 〔色•則〕K?阳色 

〔胎丨••〕粘设 

〔恍成〕喂緻
5 1■.帥器 

杯

沐部卜位 6 mm
底部丨丨丨处 8tmn 

棚部10mm

む< 部は!丨巴V/■する 

ぐ/:ち丨：がりに丨(丨丨線

〔外内器而〕ロクロ攸 

〔底部〕糸切り拟
〔色调〕丨价K?•出61 

〔始h〕小心粉が浞じる 

〔恍成〕喂緻
6 1 •.帥器 

杯

体部丨•.位 4 mm
■I1 位 7mm 

底部棚郃 7mm

1 1緣部でやや外0する 
体邰は屮途で肥呀する 

、•/：ち1•.がりに丨丨丨丨線

〔外1人J器げii〕ロクロ似 

〔底部〕糸Wり痕

〔色调〕丨丨行阳色 

〔胎1:〕小石粒が況じる 

〔饿成〕喂緻
7 1 ••帥器 体部ド位 7tmn 

践部中火 8mm 
端部 6mm

收部は肥〗ゾする 〔眩部〕糸切り拟 〔色湖〕明枝}色 

〔胎丨

〔焼成〕吧級
8 i-.nniss

杯

体部ド位 6mm
K部屮处 7mm 

端部 7mm

休部は内作する 〔外丨々脱ifti〕ロクロ价 

〔底郃〕糸切り似
〔仿调〕明挑} G1 
〔胎丨J粘曳 

〔焼成〕1ゼ緻
9 1••帥器 体部ド位 7mm 

底部中火•11mm 
端部 9mm

7.0cm
底郃中央-は肥V/する

〔内代…丨〕波状の1丨丨ii"i 
〔底部〕糸UJり拟

〔色湖〕咕褐色

Cllfr IJ 
〔焼成〕嗯緻

10 1:師器 体部ド位 6mm 
底部屮处 7nun 

端部 8nun

fUvC/iXfifi 6.8cm 
怵部は丨ノ、]作する

〔眹部〕糸切り？“ 〔色调〕乳阳色 

〔胎丨.〕粘良 

〔焼成〕幣緻

V区画•表採遗物観察表
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第23図江田城跡全体測
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第24図江田城跡測S図①
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n D E

第25図江田城跡測量図②
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第26図江田城跡測堡図③
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第27図江田城跡測量図④
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第29図江田城跡測量図⑥
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第30図江田城跡測量図⑦
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第31図江田城跡測量図⑧
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第32図江田城跡測量図⑨
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おと 第hi章まとめ
1.艺城跡

① 城跡は、M11S落の三屯、*f地丨<から、離れた場所に位置しており、砦の類である。この点に関しては、集 

落に極めて隣接する江田城跡•焼米城跡•用木城跡•牧野城跡の町内城跡とは、叫らかに性格が興なる（これ 

らは、城郛と染落が一体化した総構えの城である。平時の際には、館集落のセンター的な役割も果たしたと 

想像される）。この立味からすれば、極めて有事色が強く、？序段は、物见の坳で、イ丨‘帘の際の「逃げ込みの埸」 

である。確かに、I郭とn郭の、丨;-坳而Mは、それに見合うだけの広さをイ丨•している。灾際、領民まで城内に 

収容するには、相当のIX:域が必奴である。乙城跡の埸合、さらに数多くの小段や帶丨111輪も、避難生活の居住 

区画として利川出来る。

② 今日、城跡地は、丨+iiftiの旧タオル丨:埸近くから遠望しても、埸所を明確に把捉する事が出来ない。もち 

ろん、Ji陵地令体を沼う木、'/:群が、祝野を妨げている事もあろう。しかし、それを第し引いても大差無く、 

例え丘陵地が、むき出しの状態であっても、城地の一部（最高所）が、傲かに贺めるだけであろう。麓のパ宝 

寺地区から兑ると、前面に横たわる江m城跡の本体氐陵ラインが、竹而の乙城跡.丨T.陵ラインを、ほとんど 

Mい皑している啪が分かる。今丨丨、九州縱贯甶勁車道は、この両1^费ライン問の谷部を走行している。

本城クラスの中城跡は、館出落から眺めた埸合、すぐに、その坳所が認識され、形の整った地形が多い 

東に铽付く。これは、有#の際に限れば、押し寄せた敵方に城地を誇示し、威丨1-:感をり•えるためと解釈して 

いる。荒尾市の小忉山城跡や、南閲町の大津山城跡では、麓から見える側に限って、イ通が桢まれている。 

これらは「張り子の丨龙」的な搿の構築物である。一方で、インパクトの強い構築物や、端MなW姿の城地（山や 

丘陵地）は、洩段に锨地のシンボルとして、権威の象徴にもなった。領民が、災敬の念を抱く場所でもあった。 

この様に、城は、以•観的にも強いステイタスが求められたのである。したがって、その様な状況に無い乙城 

跡は、この点からも、実戦的な「物兇の埸や、逃げ込みの埸」と見なされる。この様に、純ポ#施設であった 

ために、それらの水は、二の次であったと推'走している（乙城跡の本城は、江丨丨丨城跡とaなす）。

③ こ城跡は、li陵地に築かれた、ド山城で、&項域での広埸確保に力が注がれ、出而の削り落としが目立つ。 

斜面を大幅にカットした犬走りや小段も数多く残る。その一方で、本格的な堀W •空堀•上盌が観祭されず、 

鉴本的には、調赍济みの町内城跡（I某逍大牟田•植木線沿いの平山城跡群）と人•系無い造りになっている。自 

然地形が中-越する糾!張りである。この工法は、時期や地域的な特色を意味するのかも知れない。构合の防禦 

施設を有しないことで、こ城跡を含む町内城跡が、時期的に占いのではという芩えに至るc「南北朝時代の城 

郭は、中世文,i?に城名を兄ても、跡地の確足が困難である。例えそうでなくても、迆構が観祭されない山城 

がある」との調杏結果がある（『熊本市〇!j「通史」中世編)。「早期の城郭は、地形の改斬が-辺通りでは」と 

の推論である。

④ 近隣地の小乙城跡と江III城跡の閲迚も興味深い。特に、小乙城跡については、前丨||丨の調夼報告,りで、小 

字名（こ城と小こ城）の頌似点と、地形園上で位置関係から、木城と出城の関係に位^f、tけた。しかし、測M 

調杏で、何度も現地に足を迚んでいると、それぞれに、独立した城郭ではないかとの印象を持った。周辺地 

形の閲係から、そうたやすく行き来が川来る状況に無いのである。両城を結ぶ山•迫も残っていない。麓集落 

も、小乙城跡は、加丨丨地Kとなり、乙城跡と興なる。両城跡は、先:後関係にあるのかも知れない。このこと 

については、|从逍沿いの町内城跡群を、どの様に解釈するかに繫がる，
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2.迕垚城跡(註5)

① この城跡を考える時には、江田氏の々:/丨:が根政になる。r蒙山•興来絵制』の「ぶ•」に贷埸する「系たの又 

太郎ひてい糸」が、それである.，文永の役で、息の浜に集結した竹崎が、//:いに戦功をみつぐために兜 

を交換した「-門の人々あまたあるなか」の-人として知られる。

「えた」は江田で、名字の地は、知水町の江丨丨丨とuなされる,，丨句北洲丨射しfliA走舶以ド1 

逍猷（範氏）から配分された所®の中の「山丨丨丨ノ」:•術H次郎分」に「•所|r_

ある。さらに、洼久八年（1197)六丨丨の薩飧国図帳に、高城郡•東郷別府.祁答院に介在する得木名の名主 

として「肥前丨|;丨注人丨丨:田太郎実秃」が見える。N屮12)1の薩摩国地頭御家人注义には、江丨丄丨四郎の名が见え 

る。さらに、义保元年（1317)十二n、撕丨〖迫義（也宗）が菊池丨セ領家の皆えとして、宛給された所領の一つで 

ある肥fl_福万名地如職は「江丨丨丨忍阿跡」であった。

以上のv実から、江m氏が肥後国江田を本拠とし、薩嗦や肥前にも所mを打する、かなりの苻カ武士であ 

ったことは、まず確突としてよい。したがって、江丨丨丨城跡を中心とする剧辺の城跡群と江丨丄丨城の関係が丨rijわ 

れる1]fになる。さらに、mnの地名については『佐佐木¥記附集iU(肛丨亂<^丨）に「丨(名郡mn朴:」とある。戦国 

時代の『旅丨丨記j天正14苹8H2II条に「従夫、江mと云処を通候、武丨ゼ（島津a弘）様より御使僧 

被ド候」とあり、柳川の、>:花宗茂を攻めて似途中、上旅觉滟は、江出の地で、岛浦義弘の使骱と会っている 

GV記録)。

② 江m城跡の中心部分は、站本的に、屮nt城セオリー通りの絀張りになっている。衆から两に延びる'!设状 

ii陵地の先端部を利mしたもので、r度、このk域が小山状をv:し、柬側に小鞍部が入るために、絶好の城 

地となった。前回の調杏では、この小鞍部を城域の來限とする兄方がなされたが、今yの測:k調夼で、n郭 

と[U郭は、小鞍部（谷部）を跆いで丘丨凌本体部に拡大することも判明した。その中で、I郛の造りが、用木城 

跡に酷似する小は、梅めて、である。中心部を四方から人幅に削り落として、0台風に丨丨：丨:げ、裾部に、 

幅広の'丨i?ii丨丨輪を巡らしている。全くMじ造りである所が、興味深い。M •城丨によって築城され、それも、 

時期的な萆異が余り無いと兄るべきであろう。

しかし、乙城跡とI咐Iに、純張りの取り方に丨丨•い所がある。第に、主郭から西側へドる瘦せ禺地形に堀 

切が見玛らない。同じ車は、丨-:郛の北也側と北西側の派生尚所にも言える。それは、it•.陵本体部を断ち切る 

枷切にしてもN様である。城域を確'/irするためには、足非とも必要な防贺施設であるが（江田城跡は、n郛と 

m郭が带状地形の中にあり、これを断ち切る本格的な堀切が足#とも必要である）、兒た丨丨に、浅い掘り込み 

に終わっている。勿論、破城の時か、後世に埋め込まれた带も#えられるが、この丨i画北端の段差而を見る 

限り、深堀された本格的な堀切の埋没は、無いと兑る。

以上の事からも、江.田城跡でも、伽:切の造営には、余り力が注がれていない車が分かる。この点が、人•き 

な鍵である。先に述べた様に、江m氏との阅迚が推定される丨丨:m城跡及び、煳辺城跡の特色的な城造りかも 

知れない。

③ 丨千.陵本体部の丨千.肋ラインを走る占道は、三'丨(存地区からのもので、こ城跡〜江田城跡を結んでいる。今 

ロ、乙城跡へは、九州縦貫自勋1 K道の陸橋が架る。これは、道路纽設によって古道が断ち切られた小による 

代钱処符であるa興味深いのは、この古道が、氐陵を發り切ったニ苤路地点で、両城跡へ分岐するがである。 

特に、江m城跡は、これが搦手ルートとなり、三宝寺地との関速が卞じる。、卜時に江m城の衷道として、 

有がの際に、逃げ道になり得る#を总味している。丘陵地の南而域を兒る限り「江光存地区=江田城跡」「三 

'宝寺地区=乙城跡」の城郭〜麓染落の関係が成立するので、而白い事象となる。これにより、「江光寺地民=
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江㈩城跡=こ城跡=:-vir#地K」の丨ツ丨式が成り立つ。町内城跡群を考えるI•.で、大きなポイントになろう。 

先に述べた江丨丨丨城跡と乙城跡のセット閲係を、-艰、踏み込んだ推論になる。

④VK_の山の冲も興味深い。（'i(，地区が、椋の大木を御祌体として'抒观する-方で、I郛の「しろさ 

ん」と「弁財天」は、江)t、V:地が'符观してきた。-つの城に、ニ地Kが、入り込むになる。二箇所で、 

ニ地区が、それぞれの冲を祀っているのである。これ又、江m城跡と乙城跡のセット関係を、さらに強める 

氓象とaえる。

【参考】近世の江田村について
慶長13年（1608)の検地帜では「III/|:-町ニ丨心_びiX余•畠J丄ニ町•畝余-Wit/Lc)卞U町四反ニ畝金、分米 

一千:六石-斗余、家数/iこ•、人数八、牛禺二三、下ケ名に江光存丨丨•人冲免などがある。[•肥後国誌J 

には「上丨丨:m村、贷野村、沾丨以村、淖衍忖、诗行原村、牧野村、、1f•山村等ノ小村アリ」とあるu天保5年 

(1834)の内丨丨丨于-鑑には、別に1-.江m村を攸せており、江田村からの分村が知られる。明治9年（1876)に、江田 

村と上am村はrw)fして'江mfj•となった。明治11年頃の江田村は、戸数ニ七九、人数-丁八ニ、牛馬一六〇、 

n本型船五、水中：-があった„

【註】7頁（註1)『永1K城跡I』I:忖义化財調杏報告第1集2001年

(註2) !■焼米城跡•萩吩城跡• ffl木城跡』骑水町文化丨!|調作報冉第14m1999年 

8H Q1:3) mum]城跡X』中央町文化財調査報告第101IS 2002ヾ丨:- 

(注4)「棚底城跡J調細5t報な岳町企画課町史編H审2003?- 

41頁（訧5)「焼米城跡•萩丨以城跡•⑴木城跡』菊水町文化財調忤報杏第14奶1999年 

け0川丨丨木地名人辞典43熊本原-j 角川,》?店1987年
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写真図版
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こ城跡の遠望

宮地嶽神社（正面鳥居から)

I郭丨南東区画)



図版6
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I郭=> 帯曲輪②

帯曲輪②=> I郭南側法面

I郭南東隅=> 小段⑤



I郭西下の坂道3小段⑦

括れ部，小段？)

括れ部=> 宮地嶽神社
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威

&ンC図版13帯曲輪③小段⑳

図版14小段⑯帯曲輪③北西側法面
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図版15小段棼=> 小段⑩



図版18
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小段⑳=> 小段⑯

I郭北東隅小段⑯

小段⑯3小段⑬
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図版19

図版20

図版21

江田城跡の全景

I郭に祀る祠〔しろさん〕

I郭に祀る祠〔弁財天〕
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図版25

図版26

図版27

I郭西端=> I —F—④ 
(北西方向•派生ライン付け根)

I郭南端，帯曲輪④

帯曲輪⑤=> I 一E—② 
(南西側丘頂ライン付け根)
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図版29

I-E-③j南西側丘頂ライン 
(瘦せ馬地形)

帯曲輪①3 I郭北側法面

E郭南西側=> I —⑫ 
(帯曲輪)
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図版33 n郭=> I郭東側法面



図版35

nr—⑮(帯状の窪地)

¥区画

V区画（御神木)
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